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＜⽇本トリム⽔ニュース＞ 

「永遠の化学物質」 
PFAS（PFOS・PFOA）に関する認知度調査を実施 

約3割が「PFAS（PFOS・PFOA）」の存在を知りつつも、3割以上が「対策⽅法がわからない」と回答 
⽇本トリムのカートリッジはPFOS・PFOA含む22物質を除去可能 

 

2024年6⽉3⽇ 
報道関係者各位 
 

 
 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
整⽔器と電解⽔透析®で健康への寄与を⽬指す株式会社⽇本トリム（本社：⼤阪市、代表取締役社⻑：

⽥原周夫、以下「⽇本トリム」）は、全国の15歳〜70代の男⼥500名に対し、⽇常的に摂取する飲⽤⽔と
「永遠の化学物質」とも呼ばれるPFAS（PFOS・PFOAなど）に関するアンケート調査を実施いたしまし
た。調査結果とともに、近年注⽬が集まる「⽬に⾒えぬ脅威」からどのように⾃衛するかご紹介いたしま
す。 

 

「永遠の化学物質」PFAS（PFOS・PFOA）とは 
PFASとは、炭素とフッ素などの元素が結合した有機フッ素化合物の総称で⼀万種以上があるとされ、

PFOSとPFOAは、有機フッ素化合物（PFAS）の⼀種です。 
これらの物質はメッキやフッ素樹脂、⾷品の包装や撥⽔剤など私たちの⽣活に浸透している⼀⽅、体

内への⾼い蓄積性や毒性の⾼さが指摘され問題視されています。 
⾃然界や体内で分解されにくく、⼀度⽣成されると蓄積されやすいため、英語では「Forever Chemicals

（永久に残る化学物質）」とも呼ばれています。  
 
毒性ならびに⼈体への侵⼊経路について 

PFOSとPFOAをはじめとした有機フッ素化合物（PFAS）は、毒性が強く、難分解性、⽣物蓄積性、⻑
距離移動性、発がん性、⼈の健康（⾼コレステロール、甲状腺疾患など）や環境へ悪影響を及ぼす恐れが
あります。 

⼈体への侵⼊経路としては、主に⽔と⾷品とされています。⽔に関しては⽔道⽔からの侵⼊、⾷品につ
いては農作物栽培での⼟壌からの侵⼊や、⾷品の包装・容器から侵⼊。このほかPFASを⽤いた製品から
出るほこりや繊維の吸引、PFASを⽤いた製品の使⽤からも侵⼊するとされています。 
 
何に含まれているの？ 

⼀万種類以上あるとされる有機フッ素系化合物の中でも、PFOS、PFOA は耐熱性や耐薬品性に優れ
た界⾯活性剤で、「⽔や油をはじく」、「熱に強い」、「薬品に強い」、「光を吸収しない」といった特
性を持つことから、撥⽔剤、表⾯処理剤、乳化剤、消⽕剤、コーティング剤などに約半世紀にわたって幅
広く⽤いられ、私たちの⽣活の中に深く浸透しています。 

近年その有害性が問題視されるようになり、欧⽶ではPFOS、PFOAの使⽤の⾃主規制が始まっています。 
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⽇本の⽔道⽔は安全できれいな⽔。過半数の回答者が⽇常的に「⽔道⽔」を飲んでいる 

⽇本の⽔道⽔は、⽔道⽔質基準51項⽬が設けられており、⽣涯にわたって飲み続けても健康上問題な
い安全なものです。また⾼い浄⽔処理技術により、きれいで味わいも優れたものになっています。 
今回、⽇本トリムが全国の15歳〜70代の男⼥500名に対し実施したアンケートによると、６割以上の回

答者が「普段飲む⽔の安全性について気になる」と回答、⽇常的に飲んでいる⽔として「⽔道⽔」55％を
筆頭に、「ペットボトルの⽔」43％、「浄⽔器の⽔」26.2％、「ウォーターサーバー」10.6％、「整⽔器
の⽔」2.4％（複数回答）と続き、⽔道⽔の品質に信頼を置きつつ、きれいで美味しい⽔を楽しむために
「⽔を選ぶ」という⽣活者の姿が垣間⾒えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
約 3割が「PFAS（PFOS・PFOA）」を認知。 
対策は飲⽤⽔の配慮が主である⼀⽅、3 割以上は「対策をしていない／対策⽅法がわからない」と回答 

「PFAS（PFOS・PFOA）」の認知に関しては、約3割（146⼈）が
「聞いたことがある」と回答。 

「聞いたことがある」と回答した146⼈に対し、「何か対策をして
いますか」と尋ねたところ、1位「ペットボトルの⽔・ウォーターサ
ーバーの⽔を飲む」（36％）に僅差の2位に「対策をしていない／対
策⽅法がわからない」（34％）が⼊っており、対策や⾃衛⼿段の認知・
理解度が低いことが伺えます。3位には「整⽔器や浄⽔器を使う」
（23％）が⼊っており、飲⽤⽔に配慮することで⾃衛する⽅が多いこ
とが分かります。 

 

 

 

 

 

 

※調査概要 
○調査対象：全国の15歳〜70代の男⼥500名（有効回答数）  
○調査期間：2024年5⽉21⽇ 
○調査⽅法：インターネットアンケート 
○調査機関：⾃社調べ（株式会社クロス・マーケティング QiQUMO利⽤） 
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私たちはどのように対策すれば良いのか 

PFASの⼈体への侵⼊経路としては、⽔と⾷品が挙げられます。特に⽔に関しては、飲⽤利⽤される地
下⽔からも⾼濃度の有機フッ素化合物が検出されるなど、社会問題となっています。 

PFOS及びPFOAの除去性能に関して、⼀般社団法⼈ 浄⽔器協会が浄⽔器の性能に関する⾃主規格基準
「JWPAS B基準」を設けています。2022年8⽉には、この「JWPAS B基準」の除去性能等試験⽅法が変更
され、この基準をクリアした機器は、PFOS及びPFOAを含む22物質を除去できることが認められました。 

⽔の安全性に対する意識の⾼まりから、⽣活に浄⽔器や整⽔器を取り⼊れる際には、こうした基準を
確認してみるのも良いでしょう。 
 
⽇本トリムの電解⽔素⽔整⽔器のカートリッジはPFOS及びPFOAも除去可能です 

⽇本トリムの｢マイクロカーボンカートリッジ｣の除去対象物質はJIS規格17物質※1に加え、浄⽔器協会
で定められた規格基準（JWPAS B基準）に規定されたPFOS及びPFOA（有機フッ素化合物の⼀種）など
の5物質※2の合計22物質です。 

 
※1 17物質とは：遊離残留塩素（カルキ）、濁り、クロロホルム、ブロモジクロロメタン、ジブロモクロロメタン、ブロモホルム、シス-1,2- 

ジクロロエチレン及びトランス-1,2-ジクロロエチレン、テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、ベンゼン、総トリハロメタン、 
CAT（農薬）、2-MIB（カビ臭）、溶解性鉛、陰イオン界⾯活性剤、フェノール類、ジェオスミン（カビ臭） 

※2 5物質：①PFOS及びPFOA、②鉄(溶解性)、③鉄(微粒⼦状)、④溶解性マンガン、⑤アルミニウム(中性) 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
⽇本トリムは電解⽔素⽔整⽔器のリーディングカンパニーです 

⽇本トリムでは、胃腸症状を改善する家庭⽤管理医療機器の電解⽔素⽔整⽔器を製造販売しています。 
ご家庭で⽤途に合わせて、電解⽔素⽔、酸性⽔、浄⽔をご利⽤いただけます。 

 
*電解⽔素⽔整⽔器： 
電解⽔素⽔整⽔器は、医薬品医療機器等法（旧薬事法）において胃腸症状の改善に効果が認められてい
る管理医療機器です。その使⽤⽬的・効果は、「胃腸症状改善のための飲⽤アルカリ性電解⽔の⽣成」
です。電解⽔素⽔（アルカリイオン⽔）を飲⽤することで、胃もたれや胃の不快感を和らげ、また胃腸
の働きを助け、お通じを良好にします。 
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整⽔器を特別価格でご案内中 

「TRIM ION Refine」「TRIM ION GRACE」を特別価格で販売中です。 
詳細は下記問い合わせ先までご連絡ください。 

問い合わせ先： 0120-328-106（9:00〜18:00/⼟⽇祝除く） 
  
■⽇本トリムとは 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
株式会社⽇本トリムは、医療機器である電解⽔素⽔整⽔器製造販売を主軸とした事業を展開しています。 
当社は世界に先駆けて⽔が持つ機能に着⽬し、25年以上にわたる産官学共同研究により「健康をサポートする
⽔®、電解⽔素⽔」の機能、有⽤性を追求しています。現在では、電解⽔素⽔の活⽤は飲⽤にとどまらず、⾎
液透析における次世代新規治療法や農作物の栽培など様々な分野へと応⽤し展開しています。また、グルー
プ会社では国内最⼤⼿の⺠間さい帯⾎バンク（ステムセル研究所、東証グロース市場：7096）事業を展開する
など、⽇本トリムグループはグローバルなメディカルカンパニーを⽬指しています。 
 
■会社名/株式会社⽇本トリム（東証プライム市場：6788） 
□設⽴年⽉⽇：1982年(昭和57年)6⽉12⽇ 
□代表取締役社⻑：⽥原 周夫（たはら のりお） 
□資本⾦：992,597,306円 
□従業員数：659名（2023年12⽉末⽇時点 ※関連会社等を含む） 
□企業ホームページ：https://www.nihon-trim.co.jp/ 
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＜本件に関する報道関係者様からのお問い合わせ・ご質問＞ 

株式会社日本トリム 広報窓口  平井TEL:080-4127-9737 

E-mail:pr@nihon-trim.co.jp 


